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一 藤沢市と国連地球生きもの会麟(COP10) -
市民･行政･大学による琿境実態調査～環境の経済的価値把握,そして,環境基本計画実現へ

いよいよ10月11日から名古屋市で生物多様性条約の第10回締約国会議(COP1①が

開かれる．国連環境計画(UNEP)は｢生態系の破壊による世界の経済的損失は､年間5兆ドル

(約420兆円)以上｣と試算した｡COP10で最終報告害が出される.UNEPは, 9/9に「生態系

と生物多様性の経済学」(TEEB)の地方自治体の政策決定者向け報告書の概要を公表し

た。国の政策決定者，企業向けは既に公表され，市民編理論編がCOP10で公表される。

「保全の対象」は3つで「種」「生態系」「遺伝子」の多様性である．「保全」は持続可能

なら利用を認めるという考えだ．「保護」とは違い，生物資源を使ってもなくならないよう

にしようというものである．「多様性の保全」は個別具体的なものだ．地域や対象によって

様々な課題がある．科学的データの蓄積が大事だ．ある程度時間をかけて知見をまとめ，

それを基に目標を定めるべきである．

藤沢市に残された里山は三大谷戸なってしまった．絶滅危倶種のことを考えてみよう．

進化の産物である種は一度滅びたら二度と復活しない．藤沢市では，これまで，生物の生

息数は．そのうちの絶滅数は、実態調査はあるのか？ これまで，全国の自治体に先駆け，

「藤沢市植生図」を作成し，多くの生きもの調査を行い，環境白書などを刊行してきた．

また，「藤沢市環境実態調査」(H11･14)を行ってきたが，その経済的価値を把握する方法が

未確立なため，これらを活かし切れなかった．

「UNEP｣の｢TFFR｣によると､｢ただ同然｣と考えられがちな自然の価値を金銭に置き換えること

で､開発による生態系の損失や保全･回復にかかるコストを､市場経済に組み込むことを目指す。

行政や企業活動の投資･予算計画の流れに大きな影響を与えると注目されている。

藤沢市でも｢市民と行政と研究機関による環境実態調査｣から｢環境の経済価値を把握｣し，

｢外部不経済の内部化｣を計ることこそ本物の｢経営戦略』である．

人間が手を加えた時，ルールがないと自然を維持できないことをTEEBは訴えている．

COP10は，そんなルールづくりのためにとても重要だ．人間は地球環境をかなり損なって

しまったが，未だ修復可能だと信じている．私達が死んだ後，子や孫に「経営」を批判さ

れないために，多様性の中にこそ私たちの明日がある． （宮地俊作）
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